りして 日が 暮れる と、 二人 は 揃って、 

「さようなら」 

と 帰って 行きました。 お母さん は、 

「ほんと に 温順し い、 品の いいお 嬢さん です こと。 う 

た 子と 遊んで いると、 うちにい るかい ないか わからな 

い 位です わね」 

とお 父さんと 話し合って 喜んで おいでにな りました。 

そのうち にお 正月に なりました。 

うた子さん は 初 夢を見ようと 思って 寝ます と、 いつ 

も 来る お嬢さんが 二人 揃って 枕元に 来て、 さも うれし 

14(- うて、 
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